
広報 NO.147

昭和60年９ 月15日

発行 ・編集　 国見町企画諢

お
も
な
内
容

９朋 日は 敬 老の 日…… …… …… … ２～ ３

国 勢 顛 にご 協 力を ……… …… …… ４～ ５

カメ ラルボ ～小 学校 スポ ーツ交 歓会 ～… ６

ふるさと の 文化 財………- … ……… … …… ７

おし ら せ…-- 一一………- …… …… …… ８～ ９

公民 館 だより …… ……- … …… …… …10 ～11

わ だ いｰ-----…… ……… …… …… …… …12



九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
。
ま
た

、
こ
の
日

か
ら
一
週
間
は
「

老
人
福
祉
週
間
」
で
す

。

い
ま
わ
た
し
た
ち
の
町
に
は
、
六
十
五
歳
以
上
の

お

年
寄
り
が
、
一
月
一
日
現
在
で
千
六
百
四
十
一

人

い
ま
す
。
し
か
も
、
高
齢
者
の
比
率
は
増
え
る
一

方

に
あ
り
ま
す
。

お
年
寄
り
は
、
こ
れ
ま
で
永
年
に
わ
た
っ
て
社
会

に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
長
寿
を

心
か
ら
お
祝

い
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
今
日
ま
で
つ
ち
か
っ
て

き
た
豊
か
な
知
識
と
経
験
を
社
会
に
役
立
て
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
す
。

老
後
－

。
そ
れ
は
、
だ
れ
に
で
も
や

が
て
訪
れ

る
人
生
の
道
程
。
生
き
が
い
の
こ
と

、
健

康
の
こ
と

、

そ
し
て
ゆ
と
り
あ
る
生
活
設
計
な
ど

、
世
代
を
越
え

て
、
理
解
と
協
力
の
輪
を
ひ
ろ
げ
ま
し
ょ

う
。

町
の
老
人
福
祉
対
策

＊
一
人
暮
ら
し
、
寝
た
き
り
お
年
寄

り
の
た
め
に

わ
た
し
た
ち
の
町
に
は
。
。１
月
一

日
硯
在
で
。
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄

り
か
五
十
三
人
、
寝
た
き
り
の
お
年

寄
り
か
四
十
八
人
お
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
方
々
に
は
、
家
庭
奉
仕
員
制
度

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）
、
特
殊
寝
台

の
貸
し
出
し
、
阯
舞
金
を
支
給
し
ま

す
。

＊
老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療

吠
療
保
険
各
制
度
の
加
人
傴Ｕ
の
う

ち
、
じ
卜
歳
以
ｈ
の
老
人
及
び
六
卜

五
歳
以
Ｌ
匕
卜
歳
未
満
の
寝
た
き
り

老
人
等
に
つ
い
て
は
、
加
入
し
て

い

る
医
療
保
険
の
医
療
給
付
の
対
象
か

ら
は
ず
さ
れ
、
老
人
保
健
制
度

に
よ

る
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

＊
敬
老
会
の
実
施

町
で
は
、
お
年
寄
り
の
艮
寿
を
祝

福
す
る
た
め
に
、
九
月
十
五
日
の
敬

老
の
Ｈ
に
、
町
民
体
育
館
で
敬
老
会

を
催
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
席
上
、
数
え
年
八
十

歳
に
な
ら
れ
た
方
に
記
念
品
（
座
布

団
）
を
お
贈
り
し
て

い
ま
す
。

＊
敬
老
祝
金
の
支
給

紅
年
九
月
、
満
八
十
歳
以
上
の
方

に
町
か
ら
敬
老
睨
金
五
千
円
を
差
し

上
げ
て
い
ま
す
。
な
お
、
八
十
五
歳

以
Ｌ
の
方
に
は
、
県
か
ら
も
五
千
円

か
贈
ら
れ
ま
す
。

吉
田
マ
キ
さ
ん
に

感
謝
状

敬
老
の

日

に
光
だ

ち
、
九

月
十
二

日
町

長
室

で
、

吉
田

マ
キ

さ
ん

（
山

崎
字

中
島

一
九
　

八
十

五
歳

）

に
、

萄
地

町
長

か

ら
感
謝

状
と
金

一
封

が

贈

ら
れ

ま
し

た
。

古
田

さ
ん

は
、
初
孫

の

敏
幸

さ
ん

（
宮

町
南

）
が
藤
田
小

学

校
に
入

学

し

た
昭
和
一
。一
十

年
か

ら
一
ニ
ヤ

年
間

に

わ

た
り

、
藤
田

保
青
所

、
藤

Ⅲ
幼

稚

園

、
藤
Ⅲ

小
乍

校
、
県

北
中

学
校

に

。

毎
年

ぞ
う

き

ん
を
寄
付

し
て

く
だ

さ

い
ま
し

た
。

針

の
糸

道
し

か
ら
縫

製
ま

で
、

す

ぺ
て

ひ

と
り
で

や
っ
て

い
る
吉
田

さ

ん

は
、
こ

の
口

の
縫

い
あ
げ

た
ぞ

う

き

ん
百

。こ
卜
皎

を
持
参

。
早

速
、

藤

田

幼

稚
圃

に
贈

ら
れ

ま
し

た
。

▲菊地町長から感謝状を受ける吉田マキさん



ご長寿

おめでとうございます
昭和60年９月15日現在(85歳以上の方、敬称略)
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見直す国やまち

ご協力を

も
う
す
ぐ
十
月
一

日
　
「

国
勢
謫
査
」
の
行
わ
れ

る
日
で
す
。
こ
の
調
査
は
、
大
正
九
年
の
第
一
回
か

ら
数
え

て
、
今
回
が
十
四
回
目
に
当
た
り
ま
す
。

国

勢
調
査
は
、
皆
さ
ん
の
明
る
い
暮
ら
し
と
住
み

よ
い
町

造
り
の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
進
め
て

い
く
上
で

欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
基
礎
資
料
を
得
る

た
め
の

、
極

め
て
重
要

な
調
査
で
す
。

ぜ
ひ

、
ご
協

力
を
お
願

い
し

ま
す

。

記
入
は
黒
鉛
筆
を
、

・
調
査
票
は
厶

裂

齠

鰕

剽

祠
一
司

し
て
く
だ
さ
い
．
ボ
ー
ル
ペ
ン
や

万
年
筆
は
．
黒
色
で
も
絶
対
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
・

●
答
え
を
文
字
ま
た
は
数
字
で
書
く

と
こ
ろ
は
　
か
ら
は
み
出
さ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
・

●
書
き
間
違
え
た
場
合
は
、
測
μ

司

－
ム
で
き
れ
い
に
消
し
て
か
ら
正
し

く
記
入
し
な
お
し
て
く
だ
さ
い
・

調
査
の
対
象

お

よ

び

調

査

の

場

所

国
勢
飼
査
で
は
、
住
民
基
本
台
帳

－

な
ど
の
届
出
に
閥
係
な
く
、
昭
和
六

十
年
十
月
一
日
現
在
。
受
持
ち
調
査

区
内

１

人
（
ま

た
は
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
と
み
な
さ！

れ
る
人
）
す
べ
て
を
。
そ
の
人
が
ふ

坦

　
Ｐ

　
響

で
刺
刺
。ａ

に
爾
査
し
ま
す
．

●
十
月
一
日
現
在
で
す
で
に
三
ヵ
月

以
上
町
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
ま

た
は
十
月
一
日
前
後
を
通
じ
て
三

ヵ
月
以
上
住
む
こ
と
に
な

り
て

い

る
人
．

・
出
稼
ぎ
、
旅
行
、
出
張
な
ど
で

Ｉ

時
的
に
自
宅
を
離
れ
て
い
る
人
で
、

＋
月
一
日
前
後
を
通
じ
て
不
在
期

間
が
三
ヵ
月
未
満
の
場
合
は
当
町

で
調
査
し
ま
す
．

・
定
ま
っ
た
住
居
の
な

い
人
で
、
十

月
一
日
の
前
後
を
通
じ
て
三
ヵ
月

以
上
に
わ
た
っ
て
住
ん
で
い
る
所

も
住
む
こ
と
に
な

り
て
い
る
所
も

な
い
人
は
、
十
月
一
日
現
在

い
る

場
所
で
爾
査
し
ま
す
．

一
病
院
・
療
養
所
な
ど
の
入
院
患
者

で
、
入
院
し
て
か
ら
三
ヵ
月
に
な

ら
な
い
場
合
は
自
宅
で
飼
査
し
、

三
ヵ
月
以
上
（
七
月
一
日
以
前
に

入
院
し
た
人
）
に
な
る
人
は
、
病

院
・
療
貴
所
で
調
査
し
ま
す
．

・
船
舶
に
乗
り
組
ん
で
い
る
人
は
自

宅
で
調
査
し
ま
す
．

調
査
項
目
は
十
七
項
目

今
回
の
岡
査
は
．
男
女
の
別
、
出

生
の
年
月
、
配
偶
者
の
有
無
、
産
業
・

職
業
、
世
帯
の
居
住
状
況
な
ど
、
全

部
で
十
七
項
目
で
す
．

回
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
人
（
ま
た
は
ふ
だ
ん

住
ん
で
い
る
と
み
な
さ
れ
る
人
）



五年ごとの数字で

国勢調査に

調

査

員

国
見
町
内
を
六
十
六
の
調
査
区
に

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
責
区
を
次
の

調
査
員
が
担
当
し
ま
す
。

九
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
ま
で

の
間
に
各
世
帯
に
「
調
査
票
」
を
配

り
、
十
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
間

に
、
も
う
一
度
各
世
帯
を
訪
問
し
、

記
入
済
み
の
調
査
票
を
集
め
ま
す
。

調
査
員
は
、
総
務
庁
長
官
の
任
命

に
よ
る
非
常
動
の
国
家
公
務
賦
で
、

調
査
に
よ
っ
て
知
り
え
た
秘
密
は
他

に
漏
ら
す
こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
あ
り
の
ま
ま
に
ご

記
入
く
だ
さ
る
よ
う
お
噸
い
い
た
し

ま
す
。

（
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精
　
三

秦
　
　

和

夫

大

内

勝

１

岩

城

叭

夫

高

橋

弘

昭

菊

地

恒

夫

高

木
　
万

作

膏

野

籌
‥

子

高

橘

哲

男

食

藤

ヒ
サ
子

吉
　
田
　
　

辿

佐
久
間

蛸

叫

齋

蕕

政

之

奥

山

邦

夫

佐

藤

払

三

羽
枳
田

孝

司

剛

崎

長

平

阿

部

胯

瓊

小

林

幸

夫

（
小
坂
地
Ｋ
）

小

板

精
　
一

迫

藤

．一
　
一

竹
　
野
　
　

ｉ

野

村

和

夫

仲

野

川
‐‐‐
郎

亦

坂
　
　

齋

商

原

ぷ
太
郎

鴨
　
Ⅲ

清

作

女

藤

良
　
一

恵
　
田

勝

人

佐

藤

俊

雄

｛
森
江
野
地
区

〉

宍
　
戸

安

次

佐

藤

昭

次

佐

藤

茂

良

佐

藤

充

作

菊

地

憲
　
七

小

野

Ｗ

義

佐
久
間

畚

唯

武
　
川
　
　

ｉ

人

波

治

男

蓬
　
Ⅲ

正

敏

商

橘

正

明

《
大
木
戸
地
区

》

菊

地

勝

雄

佐

藤

幸

治

八

島

藤

市

阿

部

忠

夫

八

鳥

健
　一

松
　
田

武

男

星

野
　
　

強

佐

藤

心

三

松

浦

長

明

谷

津

富

夫

（

大

技

地

Ｋ

）

佐

藤

喜
久
雄

小

林

福

治

鈴

木

正

明

佐

藤

長

蹲

斎

膝

久
太
郎

回
国
勢
調
査
の

苦
情
相
談
に
つ
い
て

国
勢
調
査
に
関
し
て
、
疑
問
や
苦

情
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
次
の
窓
口

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

役
場
企
画
課
内

『
国
勢
調
査
相
艇
係
』

魯
八
五
－

一
二

一
一
内
線
二
六
、三
九

10月１日　国見町は何人？

国勢調査クイズの締切せまる

町では国勢調査の人口当て クイズを募集中です.10

月１日での人口は何人か？ズパリ賞・加後賞な

ど賞品を用意しています．
早目に次の萋糲でご応募下さい･

＠ハガキに10月１日硯在の予想人口を「⊂･Ｏ 人」

と記入下さい.

＠住所、氏名、年齢もお忘れなく．

＠国見町企画陳く藤田字一丁田二２の１）へ．

＠ 書面に記入のうえ直接持参も可.

＠締切りは９月 日 .

（
人

口
の

推
移

）

昭和40年 �1  2 . 6 7 2 人

45年 �1  2 ､ 0 9 3 人

50年 �ｰ  ｰ . 9 2 8 人

55年 �1  2 . 0 5 0人

60年９月 � １１，９９９ 人

国
見
町
藤
田
字
一
ｒ

田

国

見

町
役

場

企

圃

課

行

卜
月
一
Ｕ
の
予
忽
人
口
は

○
○
○
○
○
人

住
所

氏
名

年
齢



小
学
校
ス
ポ
ー
ツ
（
水
泳
）交
歓
会

昭
和
六
十
年
度
町
小
学

校
ス
ポ

ー
ツ
（

水
泳
）
交

歓
会

が
、
八
月
二
十

八
日

午
後
一

時
か
ら
藤
田
小
学

校
プ

ー
ル
で

行
わ

れ
ま
し
た
。

藤
田
・

小
坂
・

森
江
野
・
大
木
戸
各
小
学
校
の
六

年
生
全
員
百
七
十
名
が
参
加
し
、
二
十
五
メ

ー
ト
ル

自
由
形
、
五
十
メ
ー
ト
ル
平
泳
・
自

由
形

、
百
メ

ー

ト
ル
平
泳
・
自
由
形
、
百
メ

ー
ト
ル

リ
レ
ー
の
六

種

目

に
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た

。

水
泳
交

歓
会
は
今

年
で
二

年
目

。
各
種
目
と
も
好

記
録

が
続
出

し
ま

し
た
。

残
暑
の

厳
し
い
炎
天
下
、
水
し
ぶ

き
を
あ
げ
な
が

ら
元
気
い
っ
ぱ
い
泳
ぐ
子
供
た
ち
を
カ
メ
ラ
で
お
い

か
け
て
み
ま
し
た
。

▲い つせいにスタート（男子25m 自由形）

４

さ

あ

頑

張

っ
て

″
・
（

女

子

百

ｍ

リ

レ

ー

）

Ａそれっ たのむぞが（男子10呻 リレー）

▲好勝負を展開　 （女子10呻 平泳ぎ）▲鷁けるもんか夕（女子2泗 自由形）



ふるさとの文化財
⑩

町 史 跡

奥州道中国見峠長坂跡

菊　池　利　雄

国

見
峠
は

、
天
嶮

の
地

と
し
て
著

名

な
厚
樫

山

の
東
腱
ｉ
ｌ

一８

ど
に
あ

ｉ
Ｉ『

λ
ど
１
お
ぐ
心μ
お
み
し

っ
て
、
東

山

道
・
奥

大
道
・

奥
州

道

中

・
陸

前
街

道
な

ど
と
、
時

代
に

よ

っ
て
呼

称
か
異

な

る
奥
羽
地

方
の
幹

線
道

路
か

。
険

阻
な

こ
の
峠

を
越

え

て
苅

田

郡

悧
　
強
　
）
　公
北

の
地
へ

と

通

じ
て

い

た
・

江

戸
期
の

国
見
峠

は
奥
州

道
中

最

大

の
難

所
と

さ
れ

、
藤
田

宿
か

ら
北

東

に
向

か

い
、
弁
慶

の
硯
石

山
を

左

！ヽ
ん
か
　

ｊ
　

ｔ
Ａ

手
に
み

な

が
ら
ヽ

山
窩
（
ａ

ｊ

の

住

家

と
さ

れ
た

も
の
寂

し

い
上

野
原

を

辿
り
、

古
く

は
国

見
沢
と
呼

ば
れ

た

滑
川
沿

い
の

底
地
を

過
ぎ

る
と
、
畏

坂

と
呼

ば
れ

る
急

な
山
坂

に
さ
し

か

か
り
、

登
り

つ
め

た
所
に

長
坂
の

茶

屋

（
二
軒
）

が
あ

り
た

。
こ
の
あ

た

り
の
街

道

は
道
敷

が
五
間
・
幅

四
間
・

馬
踏

は
三
間

と
あ

る
Ｉ
郎
心
Ｅ
｝

こ

こ
よ

り
す
こ

し

進
め
ば
国

見
峠

で
、

現
在

は
東
北

本
線

の
敷
地
内

に

あ

る
。

峠
か

ら
の

道
筋

は
下

り

坂
で

阿

度

か
の
付

替

に
よ
っ

て
生
じ

た
古

遣
は
訪

れ
る
人

も

な
く

、
深

い
木

立

ち
の

中
に
そ

の
姿

を
よ

こ
た
え

て

い

る

。
幕
末

の
奥

州
道
中

絵
図
『ｑ

ｒ

心ｙ

に
よ

れ

ば
、
こ

の
坂

道
の
左
手

に
境

の
石

沸
か

桧
か

か
れ
て

い
る
か

現
存

し
な

い
。

坂
道

か
甲
地

に
陣
り

た
あ

た

り
は
原

町
の

小
集
藩

で
武
士

沢
川

を
渡

り
て
北

に

進

め
ば
只

旧
宿

に
遠

す

る
。

寛
永
十

九
年
（
一
六
四

二
）
の

’半

沢
帯

侶
夫
海

道

之
立
札
案

並

に
駄
貸

定

」
に
よ

れ

ば
、
藤
田

・
貝
田

宿
間

の
道

程
は

一
里

七
町
三

十
間
･

 く を

で
、

駄
賃

は
三

十
文
と

さ
れ
て

い

た
。

国

見
峠

は
軍

事
、
交

通
上
の

要
衝

に
位

置
す

る
た

め
、
古

代
に
お

い
て

は
下

紐
の

関
が
置

か
れ

て
蝦
夷

に
備

え

た
と

い
わ
れ

、
文
治

五
年

（
一
一

八

九
）
の

奥
州
合

戦

に
藤

原
泰

衡
軍

は
こ

の
地

に
、

二
訛
堀

と
大
木

戸
を

構
え

て
源
頼

朝
軍

と
激

戦
を
交

え

た

古
戦

場
で

も
あ

る
。
近

世
に

お

い
て

は
仙

台
を

は
匕

め
一
関

・
盛
岡

・
八

戸

・
松
前
藩

の
諸

侠
か

、
江
戸

と
国

元

と
の
間

を
参

勤
交
代

に
通

っ
た

道

で
あ

り
、「
奥
の
細

道
」

に

「
路

縦
横

に
踏

ん
で

、
伊
達

の
大

木
戸
を

越
す

」

と
元

禄
二
年
（
｛

六
八

九
｝
の
五

月

に
、

芭
蕉

か
旅

し
た

の
も
こ

の
道
で

あ

る
。

さ

ら

に

明

治

維

新

の

戊

辰

職

役

と

は

軍

事

道

路

と

し

て

貫

要

な

役

割

を

果

た

し

た

。

明

治

十

年

代

に

な

る

と

国

見

峠

の

急

な

板

道

か

車

馬

の

通

行

に

適

さ

な

く

な

り

、

山

麓

に

新

道

か

閧

か

れ

る

に

お

よ

ん

で

、

峠

越

え

の

街

道

は

廃

さ

れ

て

歴

史

的

な

使

命

を

終

え

て

い

る

。

昭

和

六

十

年

三

月

、

町

で

は

旧

道

の

お

し

か

げ

を

よ

く

残

し

て

い

る

、

国

見

峠

の

長

坂

を

史

跡

に

指

定

し

た

。

茶

屋

跡

の

近

く

に

は

芭

蕉

の

記

念

碑

｛
Ｘ
ａ

｝
。
半

沢

経

山

の

筆

塚

の

碑
（

Ｊ

″
）
。

知

道

軒

戸

賀

崎

翁

睥

叭

四

）
な

ど

か

あ

り

、

歴

史

の

跡

を

肪

ね

る

散

歩

道

と

し

て

の

活

用

が

望

ま

れ

る

。

参

考

文

献
「

国

兄

町

史

」
７

二
・

四

巻

「

歴

史

の

道

１ ‐

奥

州

道

中

身近にある野草・薬草

15

ク　　　　ズ

全
国
各
地
の
日
当
た
り
の
よ
い
林

の
へ
り
や
土
手
に
大
群
生
す
る
。
つ

る
性
多
年
草
で
秋
の
七
草
の
一
つ
で

す
。
夏
に
赤
紫
色
の
蝶
形
花
を
総
状

に
つ
け
、
下
の
ほ
う
か
ら
咲
き
だ
し

ま
す
。
根
は
肥
大
し
、
一
メ
ー
ト
ル

以
上
に
し
な
り
ま
す
。
繁
殖
力
旺
盛

で
、
檣
林
地
に
侵
入
し
榊
木
に
か
ら

み
つ
き
枯
死
さ
せ
る
の
で
き
ら
わ
れ

が
ち
で
す
か
、
根
は
葛
根
湯
の
原
料

と
し
て
大
事
な
生
薬
で
す
。

▼
薬
用
▲

根
は
夏
か
ら
秋
に
掘
り
ま
す
（
葛

根
｀
花
は
閧
花
期
の
八
月
ご
ろ
に
っ

み
と
り
、
風
通
し
の
よ
い
と
こ
ろ
で

日
干
し
（
葛
花
｀

健
康
飲
料
に
　
水
洗
い
し
た
生
の
根

杓
百
グ
ラ
ム
を
刻
み
、
水
を
加
え
て

ミ
キ
サ
ー
で
砕
き
、
繊
維
質
を
沈
殿

さ
せ
．
上
澄
み
液
を
別
の
容
器
に
移

し
ま
す
（

）
週
間
分
可
冷
蔵
庫
で
保

存
し
、
朝
夕
二
回
食
前
に
飲
用
．

二
日
酔
い
に
　
乾
燥
し
た
葛
花
三
～

五
グ
ラ
ム
を
水
Ξ
百

に
で
煎
じ
、
煮

立
っ
た
ら
火
を
止
め
、
冷
ま
し
て
飲

み
ま
す
。

カ
ゼ
の
ひ
き
始
め
や
病
後
に
　
く
ず

湯
を
飲
み
ま
す
。

▼
食
　
用
▲

新
芽
、
若
葉
、
花
は
手
で
っ
み
と

り
、
根
は
シ
ャ
ベ
ル
な
ど
で
掘
り
と

り
ま
す
．

料
理
　
新
芽
、
若
葉
は
塩
を
入
れ
た

熱
渦
で
ゅ
で
て
、
ご
ま
あ
え
、
煮
ぴ

た
し
、
油
い
た
め
に
．
花
は
ゆ
で
て

酢
の
物
や
、
生
の
ま
ま
天
ぷ
ら
に
．

根
は
皮
を
む
い
て
ゅ
で
こ
ぼ
し
、
煮

物
に
し
ま
す
．

１
く
ず
湯
の
作
り
方

く
ず
粉
大
さ

匕
一
、
砂
糖
少
々
を
水
カ
ッ
プ

ー
で

と
き
、
弱
火
で
ま
ぜ
な
が
ら
、
透
明

に
な
る
ま
で
煮
て
．
お
ろ
し
し
ょ
う

が
を
入
れ
て
飲
み
ま
す
．

（

山
野
草

カ
ラ

ー
百
科

か

ら
）



四
十
歳
か
ら
の

健
康
週
間
に
つ
い
て

十
月
十
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
一

週
間
を
『
昭
和
六
十
年
度
四
十
歳
か

ら
の
健
康
週
間
』
と
定
め
ら
れ
ま
し

た
。健

や
か
な
老
後
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
壮
年
期
か
ら
の
健
康
瞥
理
か

重
要
で
す
の
で
。
日
常
生
活
に
お
い

て
も
栄
養
、
運
助
、
休
養
な
ど
を
考

え
な
が
ら

”自
分
の
健
康
は
自
分
で

守
る
”
と
い
う
習
慣
を
身
に
つ
け
ま

「
行
政
相
談
」
を
実
施

十
日

十
三
日
（
日
）
か

ら
十
月

十

九

日
（
土
）
ま

で
の

一
週
間

は
、『
秋
の
行

政

相
談

週
間
』
で

す
．

こ
の

期
間
中
、

当
町

の
行

政
相
談

委

員
に
よ

る

『
行
政
相

談
所

』
を
次

の

と
お

り
閧
設

い
た
し

ま
す

．
日

常

生

活
な

ど
の
中
で

、

行
政

に
対
す

る

い
ろ

い
ろ
な
要

望
や
意

見
．

苦
情

な

ど
、
こ

の
機
会

に
相

談
に

な

っ
て

は

い
か
が
で
す
か
。

行
政
相
談
員
は
、
中
立
、
公
平
に

相
談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
や
央
現
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
ま
た
、
秘
密

は
固
く
守
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
　
時

十
月
十
四
日
（
月
）
九
時
～
十
五
時

○
場

所
　
町
公
民
館

○
相
談
員

行
政
相
鮫
員

内
池
和
子

環
境
衛
生
週
間

に
つ
い
て

九
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
七
日
ま

で
の
一
迎
間
を

『
環
境
衛
生
週
間
』

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
．

お
互
い
に
ご
み
の
散
乱
防
止
お
よ

び
排
出
抑
制
、
資
源
の
再
利
用
、
浄

化
槽
の
管
理
、
ね
ず
み
お
よ
ぴ
害
虫

な
ど
の
駆
除
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
．

特
に
、
九
月
二
十
四
日
は
、
廃
棄

物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
間
す
る
法

律
か
施
行
さ
れ
た
日
に
当
た
る
の
で
、

こ
の
日
を
『
清
掃
の
日
』
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
．
明
る
い
町
づ
く

り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
．

特
設
人
権
相
談
所
を

開
　

設

福
島
地
方
法
務
局
、
福
鳥
人
権
擁

岐
委
員
協
議
会
お
よ
び
町
で
は
、
第

二
十
六
回
『
法
の
日
』
週
間
行
事
と

し
て
、
左
記
の
と
お
り
無
料
特
殴
人

権
相
談
所
を
開
放
い
た
し
ま
す
．

＠
困
り
ご
と
、
悩
み
ご
と
か
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ

さ
い
．

＠
相
談
内
容
は
．
す
べ
て
秘
密
で
す
．

＠
担
当
者
は
、
人
権
擁
護
委
員
、
法

務
局
職
員
で
す
．

紀

一
、
日
　
時

十
月
一
日
（
火
）

午
前
十
時
～
午
後
三
時

二
、
場

所

国
見
町
公
民
館

戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
の
支
給

～
終
戦
四
十
周
年
に
あ
た
っ
て
～

趣
旨

今
年
は
、
終
戦
か
ら
四
十
年
目

に
あ
た
り
ま
す
か
、
先
の
大
戦
で

な
く
な
ら
れ
た
戦
没
者
等
の
遺
族

に
対
し
、
国
と
し
て
改
め
て
弔
慰

の
意
を
表
す
た
め
、
特
別
弔
慰
金

と
し
て
国
債
（
額
面
三
十
万
円
、

十
年
償
還
、
無
利
子
）
を
支
給
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
．

二
　
特
別
弔
慰
金
の
支
給
対
象

特
別
弔
慰
金
の
支
給
対
象
は
、

満
州
事
変
以
後
に
死
亡
し
た
職
没

者
等
の
遺
族
で
、
昭
和
六
十
年
四

月
一
日
に
お

い
て
、
同
一
の
戦
没

者
等
に
つ
き
公
務
扶
助
料
、
遺
族

年
金
等
の
受
給
者
か
い
な
い
者
で

す
。

特
別
弔
慰
金
の
支
給
対
象
と
な

る
戦
没
者
等
お
よ
び
遺
族
の
範
囲

は
次
の
と
お
り
で
す
．

―
戦
没
者
等

満
州
事
変
勃
発
（
昭
和
六
年
九

月
十
八
日
）
以
後
に
公
務
上
傷
病

に
か
か
り
、
ま
た
は
日
華
事
変
勃

発
（
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
）
以

後
に
動
務
に
関
連
し
て
傷
病
に
か

か
り
．
こ
れ
に
よ
り
死
亡
し
た
軍

人
軍
属
ま
た
は
準
軍
属
（
被
徴
用

者
、
動
貝
学
徒
、
国
民
義
勇
隊
員

等
）
で
あ
っ
た
方
で
す
．

２
遺
族
の
範
囲

太
平
洋
戦
争
勃
発
（
昭
和
十
六

年
十
二
月
八
日
）
以
後
に
死
亡
し

た
者
の
遺
族
に
つ
い
て
は
、
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
｛
以

下
『
遺
族
等
援
護
法
』
と
略
し
ま

す
）
に
よ
る
弔
慰
金
を
受
給
し
た

者
で
す
．
な
お
、
弔
慰
金
受
給
者

か
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
に
お
い

て
、
す
で
に
死
亡
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
戦
没
者
等
の
子
、
戦
没
者

等
と
生
前
同
一
生
計
関
係
に
あ
っ

た
父
母
・
孫
・
祖
父
母
・
兄
弟
姉

妹
、
戦
没
者
等
と
生
加
同
一
生
計

関
係
の
な
か
っ
た
父
母
・
孫
・
祖

父
母
・
兄
弟
姉
妹
、
職
没
者
等
と

生
前
同

｝
生
肝
関
係
の
あ
っ
た
三

親
等
内
の
親
族
の
順
で
、
そ
の
う

ち
上
紀
の
順
序
で
そ
の
蛆
の
遺
族

に
支
給
さ
れ
ま
す
．

満
州
事
変
・
日
牽
事
変
中
（
昭

和
六
年
九
月
十
八
日
～
昭
和
十
六

年
十
二
月
七
日
）
死
亡
し
た
者
の

遺
族
に
は
、
遺
族
援
護
法
に
よ
る

弔
慰
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
か
、

特
別
弔
慰
金
の
支
給
対
匁
と
な
り

ま
す
．
遺
族
の
順
位
は
、
太
平
洋

戦
争
勃
発
後
死
亡
し
た
戦
没
者
等

の
遺
族
と
同
様
で
す
．

す
な
わ
ち
、
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
弔
慰
金
受
給
者
に
あ
た
る
遺

族
を
先
順
位
と
し
て
、
そ
の
者

が

死
亡
し
て

い
る
場
合
に
は
、
上
記

の
順
序
で
そ
の
他
の
遺
族
に
支
袷

さ
れ
ま
す
．

三
　
請
求
手
続
き

４
１

″り
判
別
稈
袍
金
を
朗
球
し

よ
う
と
す
る
方
は
役
場
住
民
纖
に

お
い
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
．

請
求
用
紙
は
窓
口
に
備
え
つ
け
て

あ
り
ま
す
．

な
お
、
詳
し
く
は
役
場
住
民
諜

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
．

今
回
の
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期

限
は
．
昭
和
六
十
三
年
六
月
十
三

日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
期

限
を
す
ぎ
ま
す
と
時
効
に
よ
り
失

権
し
ま
す
の
で
、
請
求
も
れ
の
な

い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
．

四
　
特
別
弔
慰
金
の
償
還

支
給
さ
れ
た
特
別
弔
慰
金
国
債

は
、
昭
和
六
十
一
年
か
ら
毎
年
六

月
十
五
日
以
後
、
十
年
に
わ
け
て

償
還
さ
れ
ま
す
。
一
回
の
償
遭
額

は
三
万
ず
っ
で
す
。



善
意
の
窓

町
社
会
槁
祉
協
議
会
に

◆
玉
手
昭
市
さ
ん
（
中
部
）
か
ら

二
万
円
１
欹
ナ
ヲ
エ
さ
ん
の

ご
遺

志
◆
瀬
戸
健
二
郎
さ
ん
（
駅
前
）
か
ら

二
万
円
－

故
サ
ク
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
吉
田
健
治
さ
ん
（
原
町
）
か
ら

一
万
円
－

故
ノ
ブ
さ
ん
の

ご
遺
志

◆
吉
田
貞
男
さ
ん
（
富
町
北
）
か
ら

三
万
円
‐

故
キ
ヨ
ノ
さ
ん
の
ご
遺

志
◆
稲
村
克
己
さ
ん
（
宮
町
甫
）
か
ら

二
万
円
Ｉ

放
ド
メ
さ
ん
の
ご
遺
志

県
北
中
学
校
に

◆
瀬
戸
健
二
郎
さ
ん
（
駅
前
）
か
ら

二
万
円
－

故
サ
ク
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
山
内
祐
さ
ん
（
大
町
南
）
か
ら

二
万
円
－

故
チ
ョ
さ
ん
の
ご
遺
志

食
べ
て
ま
す
か

こ
の
マ
ー
ク

県
で
は
、
豆
腐
・
納
豆
な
ど
の
地

城
食
品
に
つ
い
て
、
地
城
食
品
認
証

制
度
を
設
け
、
製
造
施
設
や
品
質
．

表
示
な
ど
の
基
準
を
定
め
、
き
ぴ
し

い
検
査
に
合
格
し
た
も
の
に
．
こ
の

認
証
マ
ー
ク
を
付
け
る
こ
と
を
許
可

し
て
い
ま
す
．

現
在
．
豆
腐
・
油
揚
げ
・
納
豆
・

こ
ん
に
ゃ
く
・
か
ま
ぼ
こ
類
を
認
征

対
象
品
目
と
し
て
本
制
度
を
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
認
征
マ
ー
ク

の
付
い
た
地
域
食
品
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
．

な
お
、
本
制
度
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
各
行
政
事

務
所
県
民
生
活
踝
ま
た
は
県
庁
県
民

生
活
課
消
賢
者
行
政
班
ま
で
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
．

自
衛
官
を
募
集

○
募
集
対
象
お
よ
び
応
募
資
格

・
二
等
陸
士
（
一
般
男
子
）
十
八
歳

以
上
二
十
五
歳
未
満

○
試
験
日

志
願
時
に
迎
絡
し
ま
す
．

※
畔
し
く
は
自
衛
隊
篠
鳥
募
集
案
内

所
（
魯
三
一
－

五
五
二
九
）
ま
た
は

役
場
住
民
課
（
Ｓ
八
五
－

二
一
一

こ

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

職
員
を
募
集

福
鳥
地
方
広
域
市
町
村
圏
養
護
老

人
ホ
ー
ム
組
合
で
は
．
十
一
月
十
日

に
職
員
採
用
候
補
者
試
験
を
実
施
い

た
し
ま
す
．

受
験
資
格
は
、
昭
和
三
十
八
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
三
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
職
種
は

寮
母
（
夫
）
で
す
．

希
望
者
は
、
当
組
合
事
務
局
（
福

鳥
市
中
町
六
－

三
一
韲
二
四
－

○
四

一
一
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
九

月
末
日
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
・

戸籍の窓口
（８月受 付分）

出生おめでとうございます

子 の 名 保 護 者　 部 落

奈淳美(な つ み)高橋 信一　山崎小舘

法 昭(のりあき)熊坂 初男　内 谷 東

祐 典(ゆうすけ)菅野 球典 第　 三

正 隆(まさたか)菊地 正人 宮　 東

舞 子(ま い こ)佐野 直光　姚　 九

領 弥(えり や)斎庫 松雄　山　 根

亜　希(あ　　き)松浦 繁男　大 木 戸

和　之(かずゆき)後藤 儀男　貝　 田

ご 結婚おめでとうご ざい ます

氏　　 名　　　　　 部 落

大 内 一 郎　　　 泉 田 中

小宇佐 阻 子　　　　 桑 折 町

八 魯 榮 夬　　　 徳 江 北

一 條 キ　イ　　　　 徳 江 北

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　年齢　　 部 落

宍 戸　市 郎　　65　　 第　 七

吉 田　イ　七　　91　　 山 崎 舘

玉 手　ナヲエ　　79　　 中　 部

菊 地 ヤ イ　　72　　 第 十 一

瀬 戸　サ　ク　　75　　 駅　 前

谷 津　　 勝　　78　　 大 木 戸

吉 田　ノ　プ　　85　　 原　 町

菊 地　イ　チ　　82　　 石毋田北

吉 田　キヨノ　　91　　 富 町 北

人口 と世 帯
９月１日現在(前月比)８月中のうごき

人
　
　

口

･男5  囲人(  十 3 )

･女6  靆 71人(  十 2 )

･計11  .9 的人(  十 5 )

世帯数2  , 8戸(  十 3 )

転 入28 人

転 出22 人

出　生　８人

死　亡　９人

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二 階 相 談 室 ｛東●入口からお入り７さい｝

時 間 ： ９ 時~ 12  時

こ まったことや、相談ごとがあり ましたら、

お気軽 にご相談下 さい。秘密は絶対に守ります。

〔相 談員 〕

９月25日（水〉曳地 善作・高橋 恵子

10月５日（土）佐久間 巖・村上ハツヨ

10月ｰ 5 日 (火）樋口　 弘・渋谷 愛子

９月　長月（ながつき）

に 册 ・・

沁 忿 －

129日（日）満 月 Ｊ●

10月 神無月（かんなづき），

１日（ 火）法の 日

共同 募金

８日（ 火）寒 露　　

！

10  日 ( 木） 体育 の 日

目の 愛謨 デ ー

i4 日 . (月 ）鉄道 記念 日
Ｊ



公
民
館
だ
よ
り

国 見町 公民館

8 5  ー2 6 7 6

(有) 4 1 5 6

町
民
プ
ー
ル
を
ふ
り
か
え
っ
て

国
見
町
教
育
委
員
会

待
ち
に
待
っ
た
町
民
プ
ー
ル
か
落

成
し
、
連
日
盛
況
の
う
ち
に
、
今
月

八
日
を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
．

四
十
五
日
間
の
闘
催
中
、
延
ベ

ー

万
五
千
三
百
九
十
六
人
の
町
民
の
皆

さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
満
員
に

な
る
日
も
何
日
か
あ
り
ま
し
た
．
こ

れ
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
あ
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
．

ご
利
用
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
か
ら
、

い
く
っ
か
の
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
利

用
す
る
立
場
に
な

り
て
設
計
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
ま
た
．
使
用
上
に
つ

い
て
は
、
近
隣
町
の
心
得
な
ど
も
参

考
に
し
、
十
分
検
討
し
た
も
の
で
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
暘
り
た

い
と
思
い
ま
す
．
な
お
、
危
険
防
止

に
つ
い
て
は
、
指
導
員
．
係
お
よ
び

諸
注
意
な
ど
で
徹
底
し
た
い
と
思

い

ま
す
が
．
特
に
、
小
さ
い
お
子
さ
ん

の
場
合
は
、
保
護
の
立
場
か
ら
も
ご

指
導
い
た
だ
き
た
く
お
願

い
い
た
し

ま

す

。

利
用
者
数

○
一
　
般
　

五
、
四
六
九
人

０
高
校
生
　
　

て

二
六
九
人

○
小
・
中
学
生
六
、
八
四
一
人

Ｏ
幼
　
児
　
　

】
、
八
一
七
人

※
ご
利
用

い
た
だ
き
。
誠
に
あ
り
か

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ａ違日にぎわつた町民プール

町
民
プ
ー
ル
を
利
用
し
て

少

女
時
代

が
よ
み
が
え
っ
た

新

設

プ

ー
ル

大
町
南

角
田

昭
子

か
ね
て
広
報
紙
で
知
ら
さ
れ
て

い

た
新
設
の
町
民
プ
ー
ル
の
利
用
法
の

チ
ラ
シ
か
、
各
戸
に
配
ら
れ
て
き
た
。

水
泳
は
あ
ま
り
御
意
で
な
い
が
。

全
身
運
動
に
は
最
高
で
あ
る
こ
と
は

周
知
の
通
り
で
あ
り
、
胸
お
ど
る
思

い
で
読
ん
だ
。

夜
間
も
泳
げ
る
般
備
も
あ
り
、
環

境
も
大
変
良
い
所
ら
し
い
の
で
、
は

や
る
心
を
お
さ
え
、
来
年
ま
で
に
は
、

ニ
ッ
ト
の
布
地
を
賈
っ
て
、
ロ
ッ
ク

ミ
シ
ン
で
水
着
を
縫
っ
て
、
泳
ぎ
に

行
こ
う
と
思
っ
た
。

八
月
に
入
っ
た
あ
る
日
、
仙
台
に

住
む
長
男
の
嫁
か
ら
宅
急
便
が
届

い

た
。
開
け
て
み
る
と
、
真
新
し
い
水

着
か
入
っ
て
い
た
。

夫
と
娘
の
孫
は
、
す
で
に
何
度
も

続
け
て
プ
ー
ル
に
遊
び
に
行
っ
て
い

た
。『

越
中
フ
ン
ド
シ
を
し
た
八
十
歳

ぐ
ら
い
の
人
が
、
今
日
も
泳
い
で
い

た
よ
。』

と
、
夫
か
ら
聞
か
さ
れ
て
い
た
の
で
、

私
も
早
速
着
心
地
を
報
告
し
な
け
れ

ば
と
、
翌
日
公
休
の
夫
に
せ
が
ん
で
、

車
で
プ
ー
ル
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら

つ
た
。
四
号
国
道
か
ら
少
し
入
っ
た

高
台
の
町
民
プ

ー
ル
に
は
、
あ
ま
り

人
彫
か
な
か
っ
た
。

消
毒
液
に
浸
り
、
深
い
方
の
角
に

付
い
て
い
る
鉄
パ
イ
プ
の
（

シ
ゴ
を

下
り
水
に
つ
か
っ
た
ら
、
連
日
の
暑

さ
で
プ
ー
ル
の
水
は
、
ま
る
で
湯
の

よ
う
に
温
か
く
、
ひ
ぎ
の
あ
た
り
に

ひ
た
ひ
た
と
心
地
よ
く
ゆ
れ
た
。
｀
そ

し
て
足
が
底
に
っ
く
所
ま
で
、
ポ
ト

ン
と
飛
ん
で
み
た
ら
。
な
ん
と
六
十

ニ
キ
ロ
の
体
重
か
フ
ワ
ッ
と
浮
き
上

っ
た
の
に
は
驚
き
、『
は
は
あ
。
こ
れ

か
水
圧
で
自
然
と
誰
で
も
勤
け
ぱ
さ

え
泳
げ
る
ん
だ
な
あ
』
と
思
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
休
み
で
來
て

い
た
娘
夫

婦
も
同
行
し
て
孫
た
ち
と
縁
に
っ
か

ま
り
、
（

夕
（

夕
と
思
い
り
き
り
水

し
ぷ
き
を
上
げ
、
幼
き
こ
ろ
に
身
も

心
も
返
り
だ
。

遠
き
日
は
、
今
の
様
に
堰
の
水
は

急
流
で
な
く
。
水
が
あ
る
時
は
泳
ぎ
、

流
れ
て
な
い
時
は
、
し
じ
み
貝
と
り

を
し
た
少
女
時
代
が
よ
み
か
え
っ
た
。

休
憩
時
間
か
マ
イ
ク
で
知
ら
さ
れ
。

水
か
ら
離
れ
る
瞬
間
の
体
の
重
か
っ

た
こ
と
。

「
よ

り
こ
ら
し
よ
」

と
、
か
け
声
で
上

っ
た
ら
。
厚
樫
お

ろ
し
の
風
が
冷
た
い
ほ
ど
肌
に
し
み

た
。夕

餉
の
支
度
は
。
何
と
な
く
体
が

軽
く
な
り
、
腰
の
あ
た
り
が
ぽ
か
ぼ

か
温
か
く
、
あ
れ
ほ
ど
苦
し
ん
だ
腰

痛
が
う
そ
の
よ
う
に
お
こ
ら
な
い
。

水
の
中
で
手
足
を
動
か
す
こ
と
か
、

こ
ん
な
に
も
効
果
が
あ
る
と
は
思
っ

て
い
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
肥
満

の
わ
が
身
に
は
何
よ
り
の
全
身

運
動

と
な
り
、
腰
痛
を
も
解
消
し
て
く
れ

た
。そ

の
後
、
間
も
な
く
お
と
ず
れ
る

老
後
の
健
康
保
持
に
と
、
何
度
も
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
新
設
ま
で
に

突
貫
工
事
を
な
さ
れ
て
、
今
夏
に
間

に
合
わ
せ
て
く
れ
た
工
事
関
係
者
の

方
々
の
な
み
な
み
な
ら
ぬ
ご
尽
力
に
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
、
税
金
か
わ

が
身
に
返
っ
た
嬉
し
さ
で
い
っ
ぱ
い

で
あ
る
。

高齢者・孀人運動会のご案内

と　き　10月５日（土）8:20 集合　8:30 閥会

ところ　国見町公民館前広場

参加者　60歳以上の方・婦人の方

種　目　楽しい観目いっぱい

●どなたでも。お気軽に参加できるたのしい種目 を準備

しておりますので、みなさん、お鵬いあって、ぜひ、

ご参加くださるようご案内いたします。

ｅ 挧天の鳩合、10月12日（土）に延期



藤
田
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

優
　
勝

九
月
八
日
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ

の
下
、
伊
達
地
方
衛
生
処
理
組
合
グ

ラ
ン
ド
で
、
第
四
回
伊
達
地
方
少
年

ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
か
行
わ
れ
、
国

見
町
代
表
の
藤
田
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

が
、
決
勝
戦
で
、
梁
川
町
あ
ぷ
く
ま

梁
川
と
延
長
九
回
の
末
、
Ｏ
－

Ｏ
で

抽
選
勝
ち
し
、
初
出
場
な
が
ら
、
見

事
に
優
勝
し
ま
し
た
．

あ見事に侵勝した爾田スポーツ少年団

高
齢
者
教
室

研
修
旅
行
終
わ
る

初
秋
の
気
漂
う
九
月
三
。
四
日
の

両
日
、
高
齢
者
教
室
生
六
十
七
名
は
、

山
形
蔵
王
温
泉
一
泊
で
研
修
旅
行
を

無
事
に
、
そ
し
て
有
意
義
な
う
ち
に

終
え
ま
し
た
。

九
月
二
十
七
日
（
金
）
に
は
、
福

島
県
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
所
長
の
、

上
野
文
弥
先
生
を
お
迎
え
し
て
、
成

人
学
級
と
の（
口
同
乍
習
を
実
施
し
ま

す
。少

年
仲
間
づ
く
り
教
室

き
も
だ
め
し
人
会

八
月
十
九
日
の
夜
、
敦
室
生
五
十

名
が
参
加
し
て
、
き
も
だ
め
し
大
会

か
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
。
母
と
子
の
公
民
館
活
動
指

導
員
の
内
池
和
子
さ
ん
か
ら
、
霊
に

ま
つ
わ
る
恐
い
話
を
、
真
暗
い
旧
佐

藤
家
住
宅
で
息
を
殺
し
て
聞
き
ま
ｔ

た
。そ

の
あ
と
、
き
も
だ
め
し
大
会
。

三
人
一
紙
で
、
地
図
を
た
よ
り
に
。

公
民
館
近
く
の
お
鷸
や
神
社
を
め
ぐ

る
コ
ー
ス
を
ナ
イ
ト
（

イ
ク
。
恐
い

話
を
聞
い
た
あ
と
に
も
か
か
わ
ら
ず

元
気
に
ゴ
ー
ル
イ
ン
。

そ
の
皮
は
、
公
民
館
に
宿
泊
。
翌

朝
、
古
民
案
を
清
掃
し
て
、
有
意
義

な
夏
休
み
最
後
の
日
に
し
ま
し
た
。

テ

ニ

ス
教

室

開
催

中
９
‥

婦
人
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

こ
の
た
び
、
日
曜
テ
ニ
ス
教
室
に

引
き
続
き
、
水
昭
日
六
回
コ
ー
ス
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
対
象
者
は
婦

人
の
初
心
者
で
午
加
九
時
か
ら
十
一

時
ま
で
の
二
時
間
。
庖
丁
を
テ

ニ
ス

ラ
ケ

。
卜
に
持
ち
悖
え
て
、
力
い
っ

ぱ
い
ポ
ー
ル
を
打
つ
姿
は
た
の
も
し

い
も
の
で
す
。
先
生
は
国
体
出
場
の

経
験
を
持
っ
、
県
テ
ニ
ス
協
会
指
導

員
の
阿
部
光
子
さ
ん
（
桑
折
町
体
膏

館
）
で
す
。

期
日
　
毎
週
水
曜
日
午
前
九
時
’Ｉ

場
所
’
国
見
町
迅
動
公
園
テ
ニ
ス

▲なんか、出そうだな一

▲あなたも、さわやかな汗を液してみませんか

ボ ケない音頭･ 国見音扁･ 盆踊り

(正 調)講習会のお知ら せ

期日 ９ 月17 日 （火 ）

９ 月24 日 （火）

10 月１日 （火）

の３日間

時聞　午加９畔から

(毎回、時閥厳守願います｡)

場所　国兄町公民館

講師　圃見町､松島会･阿部祥子先生

●お誘いあって。ぜひ、ご参加くださ

るようご案内いたします。

「国見の民話」講習会のお知らせ

と　き　９月26日（木）午後１時30分
ところ　国見町公民鏤
テーマ “国見の民話｡
講 師 沖縄国際大学文辛部

教授 遠藤 庄治先生
( 梁 川 町 富 野出島）

●日本口承文芸学会、日本民話の会等
の民話学者で「国見町の民話」のお
話しでありますので、みなさんにご
期時いただけるものと思います。

お誘いあって、でひ、ご聴搆くだ
さるようご案内申しあげます。

く
　
に
　
み
　
短
　
歌
　
会

炎
天
に
杭
う
如
く
吾
が
庭
の
さ
る
す
べ
り
の
花
あ
か
あ
か
と
咲
く

大

波
　

キ
　
丶こ

幼
な
孫
父
の
墓
前
に
名
を
よ
び
っ
つ
香
焚
く
し
ぐ
さ
に
目
頭
を
ふ
く

松
　
田
　
ウ
　
メ

貝
ｍ

と
ふ
栗
実
の
里
に
嫁
ぎ
来
て
唯
に
忙
し
く
三
十
年
過
ぐ

高

橋

伊
勢
子

押
乳
お
え
家
路
に
っ
け
ば
夕
月
の
茜
に
染
み
て
山
の
蛤
に
見
ゆ

星
　
野
　

゛
｀
　
イ

夏
の
日
も
何
時
か
傾
き
厨
辺
に
又
ひ
と
し
き
り
ひ
ぐ
ら
し
の
嗚
く

鈴
　
木

サ
チ
子

塩
原
の
出
湯
の
窓
に
映
り
た
る
朝
霧
け
む
る
あ
お
き
山
な
み

岡
　

田

ヂ
　
ン

露
上
げ
る
力
弱
り
し
草
草
に
今
日
も
日
照
り
の
太
陽
昇
る高

　
橘

サ
ダ
エ

炎
天
に
勢
よ
く
伸
び
る
雑
草
に
畑
の
ふ
ち
よ
り
除
草
剤
撤
く

五
十
嵐
　
マ
サ
子

水
掛
け
か
日
課
と
な
り
し
野
菜
畑
の
茄
子
を
取
り
て
は
雨
を
待
ち
わ
ぶ

後

藤

稲
　
子

裏
夏
日
に
息
づ
き
あ
ら
い
に
は
と
り
は
出
荷
を
待
た
ず
命
お
と
し
む

佐

藤

紀
　
子



町
民
憲
章

平和で豊かな国見町をつくりましょう。

わたくしたちは

みちのくの古跡のほとり

あつかし山の美しい山なみを背景に

阿武隈川の清い流れにうるおう

景勝の地に住んでいます。

わたくしたちは

国見町民であることによろこびと誇りをもち

心をあわせて、希望にみちた

生きがいのある町づくりのために

町民憲章を定めます。

あたたかく、たすけあう町を

つくりましょう
Ｏ

【実践目的】

●やさしく、愛情をもってまじわりましょう。

●老人や子どもをいたわり、希望をもたせましょうO

●なごやかで平和な、明るい家庭をつくりましょう。

楽しく働いて、豊かな町を

つくりましょう
Ｏ

【実践目的】

●創意をもって、仕事にはげみましょう。

●物を大切に、工夫をこらして生活を豊かにしましょう。

●はげましあって、産業をさかんにしましょう。

すこやかで、よろこびに生きる町を

つくりましょう
Ｏ

【実践目的】

●健康で、たくましいからだづくりをしましょう。

●希望をもって、強い心で生きましょう。

●安全に心をくばり、災害などをなくしましょう。

力をあわせて、すがすがしい町を

つくりましょう
Ｏ

【実践目的】

●自然を大切に、緑をそだてましょう。

●きれいで、清けつな環境をつくりましょう。

●礼儀を重んじ、きまりを守りましょう。

教育文化を高め、希望にみちた町を

つくりましょう
Ｏ

【実践目的】

●未来を拓く、若い力をそだてましょう。

●教育を高め、文化財や伝統を守りましょう。

●教養を深め、郷土に役立つ人になりましょう。



松
浦
さ
ん

二
度
目
の
東
北
制
覇

渡
辺
さ
ん
は
陸
上
で
四
位

ソ
フ
ト
も
東
北
大
会
出
場

去
る
八
月
七
日
、
会
津
若
松
市
で

開
か
れ
た
第
九
回
東
北
中
学
校
剣
道

大
会
に
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
松

浦
裕
子
さ
ん
（
県
北
中
三
年
　
西
大

技
字
築
舘
三
九
）
が
、
二
年
ぶ
り
二

度
目
の
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
東
北
の
強
豪
二
十
四

名
か
参
加
。
準
決
勝
ま
で
の
三
試
合

は
す

べ
て
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
し
、
決

勝
戦
で
は
一
本
を
先
取
さ
れ
た
も
の

の
逆
転
で
勝
利
。

『
昨
年
は
、
足
の
故
障
で
三
回
戦

で
敗
れ
て
し
ま

り
た
の
で
、
ぜ
ひ
今

年
は
勝
ち
た
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

優
勝
で
き
て
と
て
も
う
れ
し

い
。
商

校
に
辿
学
し
た
ら
日
本
一
に
な
り
た

い
Ｊ
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
八
月
十
日
に
仙
台
で
行
わ

れ
た
東
北
中
学
陸
上
大
会
の
三
種
競

技
Ｂ
に
出
場
し
た
県
北
中
三
年
の
渡

辺
由
美
さ
ん
（
森
山
宇
上
鶉
町
一
八

の

こ

も
、
百
メ
ー
ト
ル
（

Ｉ
ド
ル

十
七
秒
、
砲
丸
投
げ
九
メ
ー
ト
ル
四

十
、
走
り
幅
飛
び
四
メ
ー
ト
ル
七
十

六
で
合
計
二
千
五
百
五
十
四
点
で
四

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

渡
辺
さ
ん
は
、『
三
位
と
の
差
が
わ

ず
か

Ｉ
点
だ

う
た
の
で
。
で
き
れ
ば

三
位
に
な
り
た
か
っ
た
Ｊ
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

同
じ
く
、
県
北
中
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル

都
も
、
八
月
八
日
に
秋
田
市
で
行
わ

れ
た
東
北
中
学
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
大
会

に
出
場
し
、
緒
戦
で
借
敗
し
ま
し
た

か
。
相
手
の
能
代
第
二
中
は
、
優
勝

し
、
健
闘
が
た
た
え
ら
れ
ま
す
。

顧
問
の
横
山
先
生
は
、「
み
ん
な
熟

心
に
練
習
し
た
お
か
げ
で
東
北
大
会

に
出
掛
す
る
こ
と
か
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
み
な
さ
ん
の
協
力

か
あ
っ
た
お
か
げ
で
す
。
た
だ
残
念

な
こ
と
は
、
下
級
生
の
部
員
か
少
な

い
の
で
。
も
う
少
し
禎
極
的
に
部
活

動
に
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
Ｊ
と

感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ムニ窿目の東北制爾をなしとげた松浦裕子さん

▲四位に入賞した渡辺由奏さん

あ念願の東北大会出場を果たしたソフトボール郎

永
年
勤
続
者
を
表
彰

～
町
商
工
会
～

八
月
二
十
七
日
、
町
商
工
会
館
で

町
内
事
業
所
で
働
く
優
良
従
業
員
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

商
工
会
法
施
行
二
十
五
周
年
を
記

念
し
て
、
町
商
工
会
が
、
町
内
事
業

所
に
効
務
す
る
勤
続
五
、
十
、
十
五
、

二
十
年
の
従
業
員
六
十
八
人
を
表
彰
。

式
に
は
、
菊
地
政
治
町
長
な
ど
来

賓
か
出
席
す
る
な
か
、
曳
地
善
作
商

工
会
畏
か
『
今
後
も
町
、
地
城
伸
展

の
た
め
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
』

と
あ
い
さ
つ
し
、
受
賞
者
に
表
彰
状

と
記
念
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。
受
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▽
二

十
年

以
上
蕎

続
者

村

上

マ
サ
子

（
村

上
畳
床

糎
透
裏

）

西

宮
キ

ミ
、

安
蟇

五
月

《
八
木

屋
）

富
沢
右

（
佐

久
閨

Ｈ
　》

（
斎

―
Ｔ
｀
男

店
）
　

吉

田
稔
、

安
箝

事
雄

（
佃

屋
）
　

菅
井

広

（
斎

事
建

設
）
　

菅

野
芳
子

｛
町
商

Ｔ
ふ
会

｝

反
田
和

夫

、
隹
―

寿

（
佐
久

間
鉄
Ｔ
ふ

所
）

▽
十

玉
年

以
上
蜀

続
書

畜
－

邦
唯

（
曳
地

跌
ｆ亠
所
）
　

秘
本

武

（
片

幸
商

事
）
　

曳
地

正
美

。
八

巻

武
｛

須
田
木

材
｝
　

小

鳥
功

（
清

水

製
作
所

福
島

Ｔ
｀
櫑

）
　

葎
田

幸
一

（
樋

口
屋
商
店

）
　

斎
１

ヨ
ウ

（
吉

田
メ
リ

ヤ
ス
）
　

高
橋
政

昜
、
佐
－

ヨ

シ
子

、
八

鳥
貞
子

（
佐

久
間
紙

Ｔ
｀
）

内

村
忠

太
祁

、
棯
浦
棯

（
斎
藝
Ｔ
｀
諮

店
）
　

佐
薦

美
砂
子

（
や
ま
と

理
容

所

）
　

長
谷

川
六
男

（
佐

久
間
餓

Ｔ
ふ

所

）
▽
十
年

以
上
勦

続
者

闔
畸
茂

（
曳
地

鉄
T
1‐
所
）
　

木
村

傅

良
、
八

巻
千

代
子

、
神
林

薩
夫

（
国

見
ガ

ス
）
　

古

田
秋

唯

（
村

上

畳
床

鬟

耄
業

）
　

根

浦

久

（

　
田
木
材
）

二
階
堂

橦

一
、
石
川

定
良

、
半

沢
弘

、

中
甘
正

文

。
飴
木
伝

。
秦

仲
子

、
皿

濔
チ
イ

。
野
村

ト

モ
。
安

彦
敬

子
。

横
山

フ
ク

（
匯
見

柵
樶
）
　

八

鳥
征

雄
、
武

田
光
一
刀
、
佐
－

正

】
、

曳
地

す
み
え

（
清
水

製

作
所
鑷

鳥
Ｔ・
場
）

安
驀
清

敏

（
糒

口
屋
商
店

）
　

佐
久

間
ス
イ

、
比

企
ヒ

ロ

（
佐

久
同

Ｈ
　》

斎
矗

畋
利

（
斎
藤

Ｔ｛
務

店
｝
　

安
藤

正

雄

（
野
村

蠱
装

店
）
　

由
井

実

｛
山
峰

Ｔ
｀
務

店
｝
　

中

山
爵
司

、
八

巻
正

幸

（
町

商
ｆ亠
会

）

▽
五
年

以
上

羮
鏡
者

佐
久
間

武
繪

（
岩

崎
建

築
）
　

鈴
木

広
茂

｛
国
見

ガ

ス
｝
　

小
幡
載

て

小
林
吉

儒
、

谷
津

美
妃

子

（
樋

口
屋

商
店
）
　

実

択
一
二
郎

（
斎
籘
Ｉ

務
店

》

鈴

木
恵
子

（
鈿

屋
〉
　

富
陸

行
嫌

（
斎
久
紋
－
ｙ
　

八
専

倹

美
（
斎
－

建

政
ｙ
　

豊
田

斷

（
萵
歳
秦

荘
）

宮

峰
美
恵

子

（
や
ま

と
理

容
浙
）

菊

地
重

一
。

阿
躰
吉

男

（
山
崎
Ｔ
ふ
務

店

）
　

驀

沢
ア

キ

子
。
中
村

ヨ

シ
子

（
町
商
Ｔ
ふ
会

）

▲曳埼会長から感謝状と妃童品が手渡される

編
集
日
記

○
九
月
に
入
っ
た
ら
、
朝
、
夕
め
っ

き
り
涼
し
く
な
り
、
八
月
の
連
日
の

孟
暑
は
ど
こ
へ
い
っ
た
や
ら
の
感
が

し
ま
す
。

○
い
よ
い
よ
秋
本
番
で
す
が
、
ス
ポ

ー
ツ
に
読
書
に
、
ま
た
食
欲
に
と
、

何
を
す
る
に
も
適
し
た
季
節
だ
と
思

い
ま
す
。
ふ
だ
ん
、
あ
ま
り
ス
ポ
ー

ツ
や
読
書
の
機
会

が
な
い
方
は
、
ぜ

ひ
。
秋
の
夜
長
を
、
読
書
で
も
よ
し
、

ま
た
ナ
イ

タ
ー
の
テ
ニ
ス
で
も
い
い

か
ら
や
っ
て
み
て
、
体
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
さ
せ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

○
と
こ
ろ
で
、
季
節
の
変
り
め
、
カ

ゼ
が
は
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　

Ｓ

編
集

―
見
町
企
画
課

福
鳥
県
伊
達
郡
国
見
町
大
字
藤
田
字
一
丁
田
二
２
の
１

一

九
六
九
一

一
七

Ｓ
（
○
二
四
五
）
八
五
一
二
一
一
一
｛
代
表
｝
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